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袋野隧
ずい

道
どう

は、江戸時代に大庄屋田代重栄
しげよし

、重仍
しげより

親子が完成させた全長約２㎞のトンネルです。 

当時、坑夫は筑後川左岸の岸壁から掘り進み、ツルハシなどを使い、人力だけで完遂しました。 

取水した水は今も、約 200 ヘクタールの田畑を潤しています。先人の偉業を伝えようと、隧道

の中を歩く、3 年に 1度の体験会が 10 月 7日開催され、小学生など約 300 人が体感しました。 

～江戸時代、つるはしだけで約２㎞のトンネルを掘り抜いた偉業～ 

 

（写真上）体験会のため、水を落とし

たトンネル内を歩く参加者。上方は当

時のままで、岩盤がむき出しの状態。 

当時、サザエの殻に菜種油を入れ、

灯火で空洞を照らした様子も再現。 

暗闇、固い岩盤、狭い空間･･･、  

当時の苦労が偲ばれます。 

（写真下）夜明ダム上流、筑後川左岸

の横穴から、トンネルに入る参加者。 


